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耐障害性に優れる RAID-6 構成でも起こり得る不測の事態 
 

石井 大輔 
 

 

要 旨 

耐障害性に優れ運用実績も多い RAID-6 で構成した研究室所管のデータストレージにおいて、

HDD の連続縮退に起因した原因不明の障害が発生し、保管データの大部分を喪失する重大

事案が起きた。これを単なる偶発事案で終わらせぬよう、様々な調査や検証実験を行った上

でサービスの運用再開を図った。機器の保守管理をする上で絶対はないことを前提とした環

境整備や運用形態の見直しに、今後はより一層努めていく必要があることを改めて痛感した。 

   

キーワード 

RAID-6 耐障害性 ディスク縮退 データ喪失 二次保管（バックアップ） 

 

 
１. はじめに 

計算資源の高性能化や AI 技術の飛躍的な向上

などに端を発し、日々取り扱うデジタルデータは、

質の高度化（高品質化・高機密化）はもとより、

量も大規模化（大容量化）の傾向にある。このこ

とは、学術研究で取り扱う研究データにおいても

例外ではなく、学術論文の根拠となる研究データ

の保存と公開の義務化によって、研究室や研究所

単位・大学規模で保管すべきデータ量が今後急増

することが予見される。そのため、年々増大して

いくデータの大規模化に十分対応し得る大容量

データストレージの環境整備に加え、運用管理に

必要な知識と技術力が非常に重要となってくる。 

研究所内における或る研究室（以下、A 研とす

る）では、大容量で数多くの研究データ等を大規

模ストレージ（RAID-6 構成）で長期保管しなが

ら、利用・運用を続けている。筆者は当該研究室

における計算用サーバ・ストレージ等の運用管理

業務を長年拝命し、様々な技術経験ができる貴重

な機会を頂いている。そのような中、管理してい

る或る RAID ストレージにおいて、ハードディス

ク（HDD）の連続縮退に起因した原因不明のスト

レージ障害が発生した。復旧対応に尽力したもの

の、残念ながら、結果として保管データの大部分

を喪失する重大事案となってしまった。 

自身の技術力不足を棚に上げるつもりは毛頭

ないが、自戒の念とともに、耐障害性に優れた（冗

長性がある）RAID-6 ボリュームを「極めて安心」

だと思って運用されている方々への注意喚起の

意を込めて、本事案を紹介する。なお、RAID-6 に

関しては次章で触れる。 

 
２. ストレージ・RAID について 

２-１．ストレージの種類・特長 

詳細は別紙などに譲るが、ストレージには色々

な種類や用途・容量のものがあり、PC に USB 接

続で直結するポータブルタイプや据え置きタイ

プのものから、LAN ケーブルを通じて別場所の遠

隔地からネットワーク越しに接続するもの

（NAS[1]）など多岐にわたる。A 研では計算用サ

ーバとして macOS を搭載した高性能機（MacPro

等）が複数台あり、外部ポートに Thunderbolt3 を

搭載した RAID ストレージを、データ保管用とし

てマシンごとに直結した構成[2]を主に取っている。 

余談だが、USB 3.2/3.1 Gen2（USB-C）や 10G 

Base-T（Ethernet）接続時の転送速度は最大

10Gbps であるが、Thunderbolt3 接続時のそれは

最大 40Gbps と遥かに高速である。実際の研究室

運用では、サーバ側のポート仕様の制約により変

換アダプタを介した Thunderbolt2 接続になって

しまうサーバ・ストレージ構成も一部あるのだが、

それでも最大転送速度は 20Gbps であり、USB3.2

や 10GBase-T 接続時に比べて理論上 2 倍の通信

性能を有する機器接続構成となっている。 
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２-２．RAID の種類・特長 

データ保管用のストレージを構成するにあた

り、RAID（Redundant Arrays of Inexpensive 

Disks）は今や欠かせない技術である。RAIDとは、

複数の HDD を束ねて論理的に 1 つのディスク

（ボリューム・アレイ）として取り扱えるだけで

なく、ボリューム内における複数の HDD にデー

タを分散して格納し、性能と耐障害性（冗長性）・

可用性を同時に確保する技術のことである。 

既報[3]に各 RAID レベルに応じた当時の代表的

な構成例や特長を挙げたが、その後も方式などが

進化を続けてきた。表 1 に、改めて主要な RAID

レベルとその概要・特長などについて示しておく。 

 
２-３．RAID-6 への安心感 

RAID ストレージを構築するにあたり、A 研で

は方式に RAID-6 を採用してきた。その理由は、

HDD の同時故障可能数と所望する実質的な総容

量（実効容量）との兼ね合いからである。なお、

RAID レベルによっては I/O 処理速度も変わって

くるが、この時点では他の項目に比べて重視すべ

き優先度としては低かった。安全面だけを考慮す

ると、同時故障可能数が多い RAID-60 を最初か

ら選択した方がよいのだろうが、当然ながら実効

容量は目減りする。実際の利便性などを考えると、

実効容量はあるに越したことが無いため、なかな

か最初から RAID-60 は選択しにくい。このよう

な事情と、同時に HDD が 3 本以上故障すること

はないだろう（2 本故障までの間に HDD の交換・

復旧対応ができる）という「RAID-6 への安心感」

が、最終的に RAID-6 の選択を後押ししてきた。 

長年における筆者の実務経験の中で、RAID-5

以上（RAID-60 は未経験）のレベルにおけるスト

レージ構成で 1 本 HDD が突然死（縮退）した際、

同時に連続して縮退したことはなかった。その間、

HDD の交換・RAID 再構築（リビルド）を実行し

て復旧作業を行うが、当然その途中で二の矢（2 本

目の HDD 縮退）が飛んでこないとも限らなかっ

た。今までそうならなかったことは単なる偶然で

あり、運が良かっただけである（と今回改めて気

付かされた）。 

一式で販売されるストレージ筐体への搭載

HDD は、基本的に同一メーカー・同一ブランド・

同一シリーズ品で且つ、同一ロット（製造時期が

同じ）のものになっている。自作品であれば、リ

スクヘッジのために上記条件を満たす HDD を意

識して準備し換装する人も多いだろう。HDD は、

たとえ標記容量の数字が同一であっても、提供元

ベンダーによって微妙に仕様（セクタサイズ・キ

ャッシュ容量・プラッタ枚数など）が異なるので、

RAID 内での混載利用は極力控えた方がよいとさ

れている（後継品が出ず、廃盤・終息になったら

大変なので、予備 HDD を多めにストックしてお

くことも大事な保守管理技術の一つ）。 

以上までの諸事情に鑑みると、1 本の HDD が

縮退した時点で、同時稼働してきた同年齢の他の

HDD も、いつ他界しても不思議はないのである。

特に、RAID のリビルド実行時は各 HDD に平時

以上の高負荷が長時間かかることから、連続して

HDD 縮退が発生することも少なくないという定

説を時折耳にしてきた。ただ、今までそのような

経験が無かったことに加え、やはり確率的にも

RAID-6 への安心感があることから、一般的にも

RAID-6 の選択が間違いと判断されることは決し

てなく、どちらかと言えば、今現在も積極的に選

択されている RAID レベルであると思われる。 

 
表 1 主に利用される RAID の種類とレベルに応じた特長 

 最低必要

HDD 本数 

HDD 容量利用効率 
（実効容量／物理容量） 

HDD 同時故障可能数 
（耐障害性・冗長度） 

HDD 12TB *8 構成 

での実効容量 [TB] 

RAID-0 2 1 0 96 

RAID-1 2 1 / 2 1 48 

RAID-5 3 (n-1) / n 1 84 

RAID-6 4 (n-2) / n 2 72 

RAID-10 (1+0) 4 1 / 2 2 (1+1) 48 

RAID-50 (5+0) 6 (n-2) / n 2 (1+1) 72 

RAID-60 (6+0) 8 (n-4) / n 4 (2+2) 48 

 n：HDD 搭載本数 
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３. HDD 縮退・RAID リビルドにおいて 

３-１．HDD 縮退・自動リビルド開始 

前章のことに留意した A 研での運用ストレー

ジ（RAID-6）の 1 つで、HDD の縮退が 1 本発生

した。このようなイベント発生時は、管理者宛て

にメール通知される仕組みにしていたので気づ

くことはできたのだが、その日はあいにく週末で

翌週にならなければ復旧作業に着手できなかっ

た。ただ、HDD 縮退直後には、事前設定していた

RAID の自動リビルド処理が実行されていた。実

際の動作としては、縮退した HDD が RAID から

切り離され、常時待機のホットスペアディスク

（HS）が RAID リビルド処理に組み込まれた。

当該ストレージの実効容量は約 230TiB あり、

RAID-6 のリビルド完了には 1 日以上の時間を要

することは経験的に把握していたので、無事に完

了するのを待つしかなかった。 

 すると、その途中で 2 本目の HDD 縮退が発生

してしまった。既述のように、リビルド実行によ

る各 HDD への高負荷処理が誘発したものと推測

される。これまた週末の夜間だったため、通報メ

ールに気付いたのは翌日だった。RAID-6 構成な

ので HDD が 2 本縮退してもサービス停止するこ

となく自動リビルドが続行されると思い、HS が

1 本も無い状態で少々落ち着かない面はあったも

のの、リビルドが完了するのを静観した。 

ところが、2 本目の HDD が縮退した直後、何

故かRAIDのリビルドが自動で中断されているこ

とに気付いた。次節に記すが、本来の機器動作で

あれば、2 本目の HDD が縮退しても RAID のリ

ビルドは続行されるとのことだった（後日届いた

開発メーカーからの正式回答より）。ただ、この時

点の筆者は 2 本目の HDD が縮退した際、3 本以

上の HDD 縮退による RAID-6 のボリューム崩壊

を未然に防ぐため当該ストレージはこういう挙

動をするのかと、逆にそれが正しい挙動であると

認識していた。 

平日の出勤した際に、縮退した HDD を抜いて

新たな HDD を 1 本挿入した時点で RAID のリビ

ルドが自動で実行され始めた（再開された）。この

ことから、RAID は崩壊していないと思い安堵し

つつ、新品 HDD をもう 1 本挿入し、急いでそれ

を HS に設定した。その後、約 30 時間後にリビ

ルドの正常終了を示した完了通知メールが届い

た。現場でストレージの状態を様々な点から確認

したところ、問題なく復旧されたと判断できたの

で、ここでようやく肩の荷が下りた（はずだった）。 

 
３-２．リビルド完了の判断事由・不測の事態 

前節で「問題なく復旧された」と判断した事由

には、以下を挙げる。 

 
 RAID のリビルド完了（正常終了）メールが届

いたこと 

 当該ストレージ管理画面上において 

 RAID スタータスが正常になっていたこと 

 イベントログでも「Complete Rebuild」と

なっていたこと 

 macOS サーバ機において 

 RAID ボリュームを正常にマウントできて

いたこと 

 df コマンド実行結果を見て、HDD 障害前の

状態であったこと 

   /dev/X  229T  122T  107T  54%  /x/yy 

 
 ところが後日、研究室の利用者から RAID スト

レージ内のファイルが読み込めないとの連絡を

受け、至急調査を行った。サーバにログインし、

ls コマンドを実行してみたところ、確かに一部の

ファイルで以下の症状が確認された。 

 

ls: hogehoge: Input/output  error 

 
先述の通り、df コマンド実行でも、容量は問題

なく実際に使用されている状態である上、RAID

ボリューム配下のディレクトリは ls コマンド実

行で問題なくディレクトリ名が表示されていた

ので、この時は上記のエラーが発生する理由に見

当が付かなかった。 

 そのため、ストレージ販売代理店や開発メーカ

ー（海外）に本件に係る一連の事象報告と技術照

会を掛けた。開発メーカー側からの状況確認や調

査依頼などに何度も応じ、本事象の原因と解消策

の連絡を心待ちにしていたが、最終的には「開発

側も予期せぬ原因不明の動作で理由不詳」との結

論を突き付けられ、釈然としないまま、以下の回

答をもって打ち切りとなってしまった。 

 
 ファームウェアの適用バージョンは最新で問

題なし 



耐障害性に優れる RAID-6 構成でも起こり得る不測の事態 石井 大輔 

- 52 - 

 ストレージの H/W 的な問題（物理故障など）

の所見なし 

 本来のストレージ動作であれば、RAID リビル

ド実行中に新たな HDD 縮退が生じても中止

されることなく続行されるのだが、今回自動で

中止された理由は不明 

 
３-３．考え得る不具合の要因調査 

ただ、こちらとしては、研究室から管理を委託

されている大事な研究データであることに加え、

今後のこともあるため、開発メーカーからの最終

回答に「はいそうですか、分かりました」という

わけにはいかなかった（技術職員として納得いか

ないのもある）。そこで、可能な限りで様々な情報

を収集し、考え得る不具合の要因について、自分

なりに探ってみることにした。 

開発メーカー側は原因不明で分からないとの

見解であったが、前節で示した症状（一部は正常

に読み取れたり、部分的に動作不良だったりする

データ不整合）から、以下の二点を疑ってみた。 

 
 RAID ストレージ筐体（筐体 1）の H/W・S/W

に係る故障 or 不具合 

 RAID のリビルド時に起こったかもしれない

RAID-6 特有であるダブルパリティ情報の形

成不調 or 崩壊 

 
筐体 1 の H/W・S/W に係る故障 or 不具合 

 これを確認するため、予備の RAID ストレージ

筐体（筐体 2）を使って検証実験を行ってみた。

やったことは、筐体 1 に換装中の全 HDD を、換

装位置を変えずに筐体 2に挿し直した上での動作

確認である。結果、筐体 2 を使っても前節におけ

る同一症状が確認されたため、この線は消えた。 

 
RAID-6 ダブルパリティ情報の形成不調 or 崩壊 

 これを確認する手段が正直なかなか難しいと

いうか、筆者も含めたこの手の素人には恐らく出

来ないのではないかと思われたが、アレコレ調べ

ていく中で、更新日が 10 年以上前の或る情報サ

イト[4]を見つけた。 

当該サイトの情報を鵜呑みにすると、今回トラ

ブルが発生したストレージ筐体が構成するパリ

ティ構造は非常に特殊であり、RAID-6 特有のダ

ブルパリティ（P, Q：誤り訂正情報であるパリテ

ィの二重化）の構造が、一般的な RAID-6 で構成

されるものと比べて仕様が全く異なるという内

容だった（図 1）。今まで、パリティを含む RAID

の論理的なブロック構造の詳細など気にしたこ

とも無かったが、一般的な利用者でそんなことま

で気にする人はまず居ないのではなかろうか。 

 

 

 

図 1 RAID-6 の内部構造を表現した図 [4] 

(a) 一般的な事例 (b) 今回の特殊事例 

 
この情報の信憑性を確認するため、改めて本ス

トレージ筐体のユーザマニュアル[5]（全編英語）

を見直してみた。すると、確かにサイト掲載のパ

リティ構造の図（図 1 (b)）が描かれていた。しか

し、だから何だという話である。今回のものが一

般的なブロック構造（図 1 (a)）と異なるかもしれ

ないが、それが今回の事象発生と何か関係してい

るのかという点は正直よく分からない。ただ、や

はり気になるのは、前節で述べた以下の点である。 

 
 2 本目の HDD が縮退した直後、何故か RAID

のリビルドが自動で中断されていた 

# 本来の機器動作なら 2 本目の HDD が縮退 

しても RAID のリビルドは続行されるのに 

 
このことが何かしら関係しているのではない

かと予想はできるものの、それを確認・検証する

術が見つからない。同事象を実験的に再現するこ

ともほぼ不可能に近いかもしれない。そのため、

これ以上の究明は非常に困難であると判断し、要

因調査はここで終結とした。 

(a) 

(b) 
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３-４．データ復旧方法の調査・データ救出 

最後に、保管データを何とか救出・復旧できな

いか（一部であっても）、一縷の望みをかけて、

諸々検討・調査を行った。考えられる手段として、

データ復旧ソフトの利用と、専門業者によるデー

タ復旧委託の案が思い浮かんだ。 

前者は、費用が比較的安価に済む反面、小規模

なデータ群に対して適用できる可能性が高い手

法であるため、作業時間や成功率も含め、今回の

ような大規模な対象には向かないと判断した。 

一方、後者は当然ある程度の費用がかかり、初

期調査費用はもとより、本格的な作業費用も復旧

対象の総容量によって高額になることが一般的

である。RAID ボリュームの復旧は、RAID レベ

ルやボリューム暗号化の有無等に応じて復旧ま

での難易度が変動する場合が多く、元々難易度が

高い作業であることからも、障害の重度に比例し

た高額の費用負担が懸念される。 

また、仮に費用の問題をクリアしたとしても、

専門業者の選定自体を見誤ると、費用だけ取られ

て全く復旧できなかった（無闇にディスク内部を

傷つけられただけ）ということも、色々調べた限

りではしばしば起こり得る業界のようなので、も

し委託する場合であっても事前の情報収集の徹

底と精査・最終判断に細心の注意が必要である。 

色々な情報を集めて調査検討を進めた末、

RAID 復旧技術として非常に高度な技術力を有し、

復旧確率が相当高い専門業者に辿り着くことが

できた。早速こちらの状況説明とともに相談を持

ち掛けたところ、やはり初期調査費で数十万、初

期調査の結果（重度）次第で本番作業費は 3 桁に

なる可能性があるとの返答を受けた（社名は控え

るが、凄く親身になって様々な質問や疑問・相談

に応じていただいた）。 

最終的に一連の調査結果を研究室側に報告し

たところ、RAID ストレージ内のデータ復旧は断

念し、改めて RAID ボリュームを再構築して運用

を再開したいとの申し出があった。苦渋の決断を

させてしまったことは痛恨の極みであり、理由は

どうであれ、厳粛に受け止めざるを得なかった。

なお、この時点において、まだ一部でも読み込め

るファイル・ディレクトリ群が存在していたため、

RAID の再構築をする前に、現 RAID ボリューム

内から可能な限り保管データを救出することに

尽力した。 

４. RAID 再構築に向けて 

４-１．複数の HDD を強制縮退させた動作検証 

 前章で記したように、本来の機器動作であれば、

RAID-6であるのでHDDが2本縮退してもRAID

のリビルドは続行されるはずであったが、不幸に

も今回そうはならなかった。「予期せぬ原因不明

の動作」として、今後同様の事案がまた起こらな

いとも限らないため、でき得る限りの事前検証・

動作確認をしておく必要がある。 

そこで、基準となるコントロール環境（初期状

態）として下記条件のストレージ・RAID 環境を

準備した上で、改めて以下の動作検証を実施した。 

 
 ストレージ物理環境：HDD 12TB×24 本実装 

 RAID レベル：RAID-6（23+HS1） 

 
HDD 2 本までの縮退を模した動作検証 

まず、1 本の HDD が縮退した状況を模した状

態を作った。その結果、HS を組み込んだリビル

ドが自動実行され始めた。続けて、2 本目の HDD

が連続縮退した状況にしてみた。すると、3-1.で

述べたRAIDリビルドの自動中断は起こることな

く、リビルドは続行された。そのままリビルドが

完了するまで待機し、RAID-6 ボリュームが特段

の問題なく全面復旧することを確認した。 

 
HDD 3 本までの縮退を模した動作検証 

 本動作検証を行う前にコントロール環境へ一

旦戻した上で、2 本目の HDD 縮退までの状態を

再現した。上述の通り、この時点ではリビルド実

行中であるが、この状況下で新たに3本目のHDD

縮退を模した状況を作り出してみた。すると、リ

ビルドが中止され「Volume Failed」のアラートが

管理画面に表示され、事実上 RAID ボリュームが

崩壊したことを確認した。RAID-6 の仕様（表 1）

としては当然の動作（結果）である。 

 
 上記の動作検証を複数回やったわけではない

ものの、「本来の機器動作であれば、2 本目の HDD

が縮退しても RAID のリビルドは続行される」と

いう開発メーカー側の回答内容が確認されたた

め、今回は「予期せぬ原因不明の動作で理由不詳」

の事案が偶発的に起こってしまったと解釈して

も過言ではないのかもしれない。 
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４-２．RAID レベル決定のための動作検証 

 前節で確認したストレージの動作が担保され

ることを前提とした上で、運用再開に向けてデー

タ保管用のRAIDボリュームを新規に構築し直す。

そこでまず、盲目的に従前までの RAID-6 にする

か、はたまた別の RAID レベルを採用するか、少

し時間を掛けてでも事前に検証した上で、最終的

な RAID レベルを決定することにした。 

RAID レベルを決定する上で重視したい点は、

2-3.で述べた HDD の同時故障可能数と実効容量

であるが、今回最重視したい点は HDD 縮退直後

に自動実行される RAID の「リビルド完了までに

かかる時間」である。前回は、リビルド途中に 2

発目の HDD 縮退が発生し何かしら起こってしま

ったため、出来る限り短いリードタイムで復旧で

きる RAID 構成を実現すべきであると考えた。 

 以下に示す本番の構成条件を再現した物理環

境を準備した上で、2 つの検証実験を行った。ち

なみに、RAID レベルの選択候補は、利用実績が

多く安心感抜群と名高い RAID-6（2-3.参照）と、

容量面では劣るものの高速性と安心感の面では

RAID-6の更に上をいくRAID-60である（表 1）。 

 
ストレージ物理環境：HDD 12TB×24 本実装 

 
① RAID 構築にかかる時間と実効容量の確認 

1) RAID-6 ：19 h 22 m 

23+HS1 構成  252 TiB 

2) RAID-60：19 h 23 m 

11+HS1,11+HS1 構成 216 TiB # 1) *85% 

 
② HDD 1 本縮退を模したリビルド実験 

1) RAID-6 ：32 h 20 m 

2) RAID-60：24 h 15 m # 1) *75% 

 
実験の結果、RAID レベルの違いによる RAID

構築時間に差異は無かった（①）。反面、HDD 縮

退時の RAID のリビルドにかかる実行時間は、両

者に大きな差異が生じることが判明した（②）。定

性的には、RAID-60 構成の方が RAID-6 構成より

も I/O 処理性能が高いことが知られているが、①

で変化が見られなかったことは意外であった。そ

の一方、②において RAID-60 構成の方が RAID-

6 構成より 25%もリビルド時間が早く終わったこ

とは、本検証実験をしていないと定量的に認識す

ることができなかった有意な差（8 時間）である。 

ストレージ開発元は、こういう情報を開示する

ことは殆どない。それは実行環境の違いや搭載す

る HDD の容量・本数によって、複数パターンの

検証や表記・注意書きなどが必要になるからだと

推測する。だからといって、利用者が運用前にこ

こまで事前調査した上でRAIDレベルを決定する

ことも、これまた稀有ではないかと思う。大抵は、

今までの利用実績や評判などに加えて、HDD 同

時故障可能数（冗長性・耐障害性）と、所望する

実効容量の兼ね合いで決断することが専らだろ

う。だが今回は事が事だっただけに、実効容量を

多少犠牲にしてでも（約 15%減は大きいのだが）、

リビルド実行時間の高速性（8 時間短縮）を最重

視して、今回は最終的に RAID-60 で新規構築す

ることに決めた。 

この RAID-60 での構築・運用再開は、少し実

験的な要素も含んでいる。A 研では、現在も当該

RAID ストレージ筐体を複数台運用している最中

であり、不吉なことを言ってはいけないが、同様

の事案がまた起こらないとは絶対に言えないの

である。だからこそ、直接的な再発防止策にはな

り得ないかもしれないが、色々なことを試しなが

ら知見や運用実績を積むことで、不測の事態の発

生確率をできるだけ極小に近づけていき、今後に

おける当該 RAID ストレージの運用・保守管理に

生かしていきたい思いである。 

 
５. おわりに 

本稿を読み終えた読者の中には、二次保管（バ

ックアップ）先の準備をして随時バックアップを

取得していれば、こんなことにはならなかったの

ではと感じる人も少なからず居ると思う。自身で

もそう思うところであるが、実際にその環境を実

現し運用していくことは、そう簡単なことではな

い。費用負担は 2 倍もしくはそれ以上になるばか

りか、定期的なデータの同期実行だけでも大容量

のストレージであるために、どれだけの負荷が長

時間かかるだろう。それにより、実際の計算処理

や I/O 処理に影響が出て逆に時間や負荷が掛かっ

てしまい、ユーザの利便性や実効性を損ねてしま

うような全体システムにしてしまっては、本末転

倒である。 

最近では、Snapshot 機能を有したディスクス

トレージ[6]がいくつか存在し、バックアップ実行
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に対してそれほど時間や負荷が掛からない環境

を整備できること、必要な保管容量も元データの

数割でよいことは承知している。ただ、現有資産

を全て入れ替えるだけでも莫大な費用と諸作業

が生じてくることが容易に想像できるため、軽々

にはシフトチェンジできないのも現実である。 

とはいえ、保管データの重要度に応じたバック

アップ体制の構築と運用の早期実施が必要であ

ることに変わりはない。今後も安心して研究室の

サーバやストレージの運用管理を任せていただ

けるよう、より一層技術の研鑽に励みたい。 
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